山形ブロック協議会　事業計画（案）

進取の精神を胸に活力ある「やまがた」の創造へ

　

山形ブロック協議会　会長　荒井　寛

昔ながらの田園風景と四季折々の移り変わりに感動を覚える豊かな自然環境に恵まれた郷土「やまがた」。コミュニティが織り成す郷土愛や相互扶助の精神を脈々と受け継いできたこの地域が、昨今、利己主義の横行や人間関係の希薄さに伴い衰退の一途を辿っております。今こそ愛する我がまちを元気にするため、我々ＪＣが進取の精神を抱き自らを奮い立たせながら資質の向上に努め、さらに県民の意識変革を醸成することが必要であります。

そのためには、県内全てのＬＯＭとＪＡＹＣＥＥが思いを一つにし、市民および他団体との連帯意識を抱きながら協働することが大切であり、それを達成するために１７ＬＯＭによる「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」という住民参加型の一斉美化活動を実施します。また連携推進運動である国民参加型の憲法議論を行い、全ての県民がこの国のあるべき姿を描き、自らのまちのカタチを創り上げるという意識を醸成します。さらに地域と連携した災害支援活動を推進し、市民の危機管理能力を向上させる仕組みを確立します。そしてブロックアカデミー事業を通して、主体的に未来の創造に参画する使命感溢れるリーダーを育成します。さらにＬＯＭに対する法人格移行や協働運動の支援を行い、心底頼られるブロック協議会を目指しながら説得力ある運動のための協議会運営を確立します。そして市民と一体となる会員大会を開催し、地域の素晴らしさを共に分かち合います。また「ＪＣＩ Ｎｏｔｈｉｎｇ Ｂｕｔ Ｎｅｔｓ キャンペーン」を展開し、国際社会における気高き日本人としての責任を果たしながら、より一層地域からの信頼を深めます。
ＪＡＹＣＥＥが明るく豊かに生き抜くことにより地域に元気を齎すことができ、市民意識変革を巻き起こしながら郷土の魅力をさらに向上させ、未来に誇れる徳溢れる心豊かな「やまがた」を実現することで、新たなる飛躍に向けて「尊敬される日本」を創造します。

〔事業計画〕

１．「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト」の企画・実施

２．他団体との協働事業の企画・実施

３．山形ブロック会員大会南陽大会の企画・実施

４．ブロック会長公式訪問の実施及び報告

５．全国一斉国民参加型による憲法に関する事業の開催及び報告
６．災害支援活動の実施及び地域連携による支援体制の強化
７．ブロックアカデミー事業の開催
８．法人格移行に伴うＬＯＭへの支援

９．説得力ある運動のための協議会運営の確立

１０．協働運動・ＬＯＭ重点依頼運動におけるＬＯＭへの支援













